
平成２１年度国民生活選好度調査の概要
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　（出所）日本は国民生活選好度調査。欧州４カ国は2008年欧州社会調査より作成。
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「どの程度幸福か」(所得別)
問 現在、あなたはどの程度幸せですか。「とても幸せ」を１０点、「とても不幸」を０点とすると、何点くらいになると思いますか。

低所得者ほど幸福度が低い者の割合が高く、所得が増えるにつれ幸福度が高い者の割合が高くなる。
所得の多寡は幸福感の判断に影響を与えていると言える。

「どの程度幸福か」(所得別)
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10.0

15.0

20.0
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30.0

35.0

０点 １点 ２点 ３点 ４点 ５点 ６点 ７点 ８点 ９点 10点

１００万円未満  

１００万円以上
３００万円未満  

３００万円以上
５００万円未満  

５００万円以上
１０００万円未
満  

１０００万円以
上                

３点以下
100万円未満 23.2％
100万円以上300万円未満 12％
300万円以上500万円未満 6.6％
500万円以上1000万円未満 3.3％
1000万円以上 1.9％

７点以上
100万円未満 29.6％
100万円以上300万円未満 38.7％
300万円以上500万円未満 54.3％
500万円以上1000万円未満 67.2％
1000万円以上 75.7％
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３００万円以上
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１０００万円未
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１０００万円以
上                

総数

幸福度を判断する際、重視した事項(所得別)
問 幸福感を判断する際に、重視した事項は何ですか。次の中からあてはまるものすべてに○を付けてください。

・どの所得層においても幸福度に影響する３大要素は「健康状況」、「家族関係」、「家計の状況」となっている。
・高所得者層(特に1000万円以上)は各要素に比較的高い関心を示しているが、低所得者層（特に100万円未満）では関心が低い。
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幸福感を高めるのに有効な手立て(所得別)
問 あなたの幸福感を高めるために有効な手立ては何ですか。次の中から、あなたのお考えに最も近いものに２つまで○を

付けてください。

幸福感を高める手段としては、高所得者ほど、「家族との助け合い」、「自身の努力」という身近なところをあげている。また、所得が
低いほど「国や地方の政府からの支援」を必要としていることが見受けられる。
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企業への期待(所得別)
問 企業や事業者による次のような行動のうち、その職場で働く人々や社会全体の幸福感を高めると思うものは何ですか。

最も重要と思うものに３つまで○を付けてください。

高所得者ほど、「仕事と生活のバランス確保」を重視。
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政府が目指すべき政策目標(所得別)
問 国民全体、社会全体の幸福感を高める観点から、政府が目指すべき主な目標は何だと思いますか。最も重要と思うものに

５つまで○を付けてください。

・いずれの所得層でも、最も政府が目指すべき目標は「公平で安心できる年金制度の構築」。
・１００万円未満で、高所得者と比較して期待の高い政策目標は「いじめ、不登校・ひきこもりのない社会環境の実現」、「自殺者数の少な
い社会の実現」、「市民が公益を担う社会の実現」など。
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政策に対する満足度(所得別)
問 次のそれぞれの政策目標について、現状、あなたはどの程度満足していますか。ひとつひとつの事柄について、

「満足している」から「不満である」まであなたのお気持ちに最も近いもの１つに○を付けてください。

・どの所得層でも、最も不満足度が高いのは年金制度について。
・財政健全化に関しては、所得が高くなるほど不満足度が高い。
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問 現在、あなたはどの程度幸せですか。「とても幸せ」を１０点、「とても不幸」を０点とすると、
何点くらいになると思いますか。

「どの程度幸福か」（男女別）

　　　 男性（平均　6.24）　ｎ＝1,397
　　　 女性（平均　6.69）　ｎ＝1,498
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０点 １点 ２点 ３点 ４点 ５点 ６点 ７点 ８点 ９点 10点

（％）

男性    

女性    

７点以上
男性 48%
女性 59%
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「どの程度幸福か」(年齢別)
問 現在、あなたはどの程度幸せですか。「とても幸せ」を１０点、「とても不幸」を０点とすると、何点くらいになると思いますか。

30～39歳で７点以上をつけるものの割合が最も高い（60.8％）。15～29歳、40～49歳、50～59歳ではほぼ同じ水準（54％台）。60～69歳で
は若干割合は低下し（50.8％）、70歳以上ではおおきく低下する（43.9％）。

　　   15～29歳（平均　6.52）　ｎ＝505
　　　 30～39歳（平均　6.73）　ｎ＝485
　　　 40～49歳（平均　6.53）　ｎ＝502
　　　 50～59歳（平均　6.51）　ｎ＝464
　　　 60～69歳（平均　6.29）　ｎ＝575
　　　 70歳以上（平均　6.23）　ｎ＝364
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３０～３９歳   

４０～４９歳   

５０～５９歳   

６０～６９歳   

７０歳以上     

７点以上
15～29歳　→　55％
30～39歳　→　61％
40～49歳　→　55％
50～59歳　→　55％
60～69歳　→　51％
70歳以上　→　44％
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幸福度を判断する際、重視した事項(年齢別)
問 幸福感を判断する際に、重視した事項は何ですか。次の中からあてはまるものすべてに○を付けてください。

・15～29歳では、「自由な時間・充実した余暇」、「友人関係」が重視されるトップ２である。
・30～49歳では、「家族関係」、「家計状況」がトップ２であり、それに「健康状況」、「就業状況」が続く。
・年齢階層が上がるにつれ、「健康状況」が最も重視される項目となる。また、現役世代と退職世代で、仕事に関連する項目の重要度が
大きく異なる。
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幸福感を高めるのに有効な手立て(年齢別)
問 あなたの幸福感を高めるために有効な手立ては何ですか。次の中から、あなたのお考えに最も近いものに２つまで○を付け

てください。

・年齢層が若いほど「あなた自身の努力」をあげるものの割合が高くなる傾向があり、年齢層が高まるほど「家族との助け合い」、「社会の助け合い」
をあげるものの割合が高くなる傾向がある。
・15～29歳で「友人や仲間との助け合い」の割合が突出して高いのは特徴的。年齢層があがるにつれ低くなり、50～59歳を底に60歳以上から再度高
まってくる。
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企業への期待(年齢別)
問 企業や事業者による次のような行動のうち、その職場で働く人々や社会全体の幸福感を高めると思うものは何ですか。

最も重要と思うものに３つまで○を付けてください。

・どの年齢層でも、最も重視されるのは「給料の安定」。
・「雇用の維持・拡大」は年齢があがるにつれ高くなり（特に40歳以上から）、70歳以上になるとやや低下する。
・「休暇の取得推進」は、15～39歳でより重視され、40歳以上の年齢層では段々低下している。
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維
持

・
拡
大

福
利
厚
生

の
充
実

成
果

に
応

じ
た
給
料

安
全

・
安
心

な
商
品

・
サ
ー
ビ

ス
の
提
供

休
暇

の
取
得
促
進

雇
用

・
昇
進

の
機
会
均
等

Ｃ
Ｓ
Ｒ

（
企
業

の
社
会
的
責
任

）
に

配
慮

し
た
行
動

多
様

な
就
業
形
態

職
業
訓
練

や
ス
キ

ル
ア

ッ
プ
の
機
会
提
供

１５～２９歳    

３０～３９歳    

４０～４９歳    

５０～５９歳    

６０～６９歳    

７０歳以上      

総数
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政府が目指すべき政策目標(年齢別)
問 国民全体、社会全体の幸福感を高める観点から、政府が目指すべき主な目標は何だと思いますか。最も重要と思うものに

５つまで○を付けてください。

・15～29歳では、他の年齢層に比べて「いじめ、不登校、引きこもりなどのない社会環境の実現」、「自殺者数の少ない社会の実現」等を重視。
・39歳以下の年齢層では「安心して子どもを産み育てることのできる社会の実現」が最も重要な目標。
・40歳以上になると、「年金制度」が最も重視される。
・70歳以上になると、他の年齢層に比べて「質の高い医療サービスの提供」、「市民が公益を担う社会の実現」等の項目を重視。

-

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

公
平

で
安
心

で
き
る
年
金
制
度

の
構
築

安
心

し
て
子
ど
も
を
産

み
育

て
る
こ
と
の

で
き
る
社
会

の
実
現

雇
用

や
居
住

の
安
定
を
確
保

質

の
高

い
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
提
供

食

の
安
全

・
安
心
確
保

災
害
対
策

、
犯
罪
対
策

財
政
健
全
化

の
計
画
的
推
進

意
欲
あ
る
中
小
企
業

が
自
律
的

に

活
躍

で
き
る
経
済
社
会

の
実
現

い
じ
め

、
不
登
校

・
引
き
こ
も
り

の
な

い
社
会
環
境

の
実
現

地
域
活
性
化

す

べ
て
の
国
民

が

、
質

の
高

い
教
育
を

受

け
る
機
会

の
確
保

農
林
水
産
業

の
再
生

、
食
糧

や

木
材

の
安
定
供
給

自
殺
者
数

の
少
な

い
社
会

の
実
現
 

 

 

 

消
費
者
利
益

の
擁
護

・
増
進

科
学
技
術
力

の
向
上

温
室
効
果
ガ
ス
を
一
九
九
〇
年
比
二
五
％

削
減

し

、
環
境
技
術

で
世
界
を
リ
ー
ド

市
民

が
公
益
を
担
う
社
会

の
実
現

ア
ジ
ア
の
経
済
発
展

へ
の
貢
献

と
ア
ジ
ア
の

成
長

の
日
本
経
済

へ
の
取
込

み

交
通
事
故

の
減
少

そ
の
他

潜
在
的
な
観
光
需
要

の
発
掘

、

観
光
立
国

の
実
現

１５～２９歳   

３０～３９歳   

４０～４９歳   

５０～５９歳   

６０～６９歳   

７０歳以上    

総数
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政策に対する満足度(年齢別)
問 次のそれぞれの政策目標について、現状、あなたはどの程度満足していますか。ひとつひとつの事柄について、

「満足している」から「不満である」まであなたのお気持ちに最も近いもの１つに○を付けてください。

・60歳未満の世代において、最も不満足度が高いのは年金制度。
・60歳以上の不満の第１位は、財政健全化の計画的推進である。

-
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で
安
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で
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る
年
金
制
度

の
構
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安
心

し
て
子
ど
も
を
産

み
育

て
る

こ
と
の

で
き
る
社
会

の
実
現

雇
用

や
居
住

の
安
定
を
確
保

質

の
高

い
医
療

サ
ー
ビ

ス
の
提
供

食

の
安
全

・
安
心
確
保

災
害
対
策

、
犯
罪
対
策

財
政
健
全
化

の
計
画
的
推
進

意
欲
あ
る
中
小
企
業

が
自
律
的

に

活
躍

で
き
る
経
済
社
会

の
実
現

い
じ
め

、
不
登
校

・
引
き

こ
も
り

の
な

い
社
会
環
境

の
実
現

地
域
活
性
化

す

べ
て
の
国
民

が

、
質

の
高

い
教
育
を

受

け
る
機
会

の
確
保

農
林
水
産
業

の
再
生

、
食
糧

や

木
材

の
安
定
供
給

自
殺
者
数

の
少
な

い
社
会

の
実
現
 
 
 
 

消
費
者
利
益

の
擁
護

・
増
進

科
学
技
術
力

の
向
上

温
室
効
果
ガ

ス
を
一
九
九
〇
年
比
二
五
％

削
減

し

、
環
境
技
術

で
世
界
を
リ
ー
ド

市
民

が
公
益
を
担
う
社
会

の
実
現

ア
ジ
ア
の
経
済
発
展

へ
の
貢
献
と
ア
ジ
ア
の

成
長

の
日
本
経
済

へ
の
取
込

み

交
通
事
故

の
減
少

そ
の
他

潜
在
的
な
観
光
需
要

の
発
掘

、

観
光
立
国

の
実
現

１５～２９歳 

３０～３９歳 

４０～４９歳 

５０～５９歳 

６０～６９歳 

７０歳以上   
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０点 １点 ２点 ３点 ４点 ５点 ６点 ７点 ８点 ９点 10点

（％）

ボランティア等の活動参加者

それ以外（無回答を含む）

７点以上
ボランティア等の活動参加者 59%
それ以外（無回答を含む） 52%

ボランティア等の活動参加者 （平均 6.73） n=750
それ以外（無回答を含む） （平均 6.38） n=2,145

ボランティアに参加している人の方が、幸福度が高い。

「どの程度幸福か」（ボランティア等の活動参加の有無別）
問 現在、あなたはどの程度幸せですか。「とても幸せ」を１０点、「とても不幸」を０点とすると、何点くらいになると思いますか。


